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~ 2) 熱応力集中の基本的な問題として 半円切欠きわよび半だ円切欠きをもっ平板に非定常熱伝達に
よる熱負荷が加わる場合の温度場と応力場を差分法により計算し，顕著な熱応力集中現象が生じる
ことを明らかにした。またその計算結果より，ピオ数が比較的大きい場合には，それが熱応力集中
度に及ぼす影響は少ないことを見いだした。
(3) 管フランジを軸対称体と近似し その内面に非定常熱伝達による熱負荷が加わる場合について差
分法により温度場と応力場を求め，支配的な熱応力はフランジ内壁の円周応力であること，またそ
の値はボルト締めによる荷重と内圧とによる応力値に比べて 決して小さくなくむしろ大きいこと
もあり得ること，を見いだした。
(4) 貫流式熱光弾性実験法を完成し，これにより半円切欠き板，波形板，段付き板等種々の形状の平
板に対して実験を行い 熱応力集中度の時間的変化やピオ数による影響などを可視的に明らかにし
た。また半円切欠き板の理論値の妥当性をぷした。
以上のように，本論文は従来あまり研究されていなかった非定常温度場における熱応力集中問題に
ついて，理論的むよび実験的に研究を行い 基礎的な種々の知見を得たもので 弾性学と機械設計学
の発展に寄与するところが大き Po よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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